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最善の奉仕
SINCERE  SERVICE

マルカ
モットー

M A R U K A  N E W S

ITI社がSLMP社より
2年連続Core Values受賞

　マルカキカイの 孫 会 社である北 米 所 在 の
Industrial Tool, Inc. (ITI) が、優良顧客の
Spartan Light Metal Products (SLMP) から、4
月11日に開催された同社サプライヤー会議の場に
おいて、2013年度Core Value Awardを受賞しまし
た。ITIは、2012年度に続き2年連続での同賞の受
賞となりました。
　Core Value Awardは、SLMP社がサプライヤー
に授与する最大の栄誉であり、本年度の会議で
は、数あるサプライヤーの内、ITIを含めた7社のみ

Industrial Tool, Inc. (ITI), sub-subsidiary of 
Maruka Japan, has been presented with 2013 
Core Value Award by Spartan Light Metal 
Products (SLMP) for the second year in a row. 
ITI received this prestigious award at SLMP’s 
annual supplier conference held on April 11.
Core Value Award is regarded as the highest 
honor given by SLMP. This year only seven 
suppliers, including ITI, received the award, 
and no other supplier has ever won it in two 
consecutive years. With this award ITI was 
praised especially for its Living Christian 
Values: practicing “Servant Leadership”, 
emphasizing trust, empathy and collaboration 
on a daily basis, and making a conscious 
decision to lead in order to better serve others, 
not to increase one’s own power.

Since 1998, SLMP has been one of the most 
highly valued customers of ITI and the two 
companies have established and maintained 
strong working confidence to meet their 
mutual business objectives.

が同賞を受賞しました。また2年連続での受賞は、
SLMPの歴史の中でも初の快挙とのことです。本
年度は、ITIの持つLiving Christian Values（奉仕
的リーダーシップの実践、日々の信頼・共感・協調、
自分自身の権力拡大ではなく、他人へのより良い
奉仕を行うための理性的な意思決定）が特に称賛
されました。
　SLMP社はITIの最重要顧客の一つであり、
1998年以来、両社はお互いの事業目標の達成の
ために、強固な信頼関係を築き上げてきました。
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○ 企業理念
当社の扱う商品はほとんどが納入してから10年、
20年とお使いいただくものであり、長いお付き合い
を前提としている。長期に亘り期待に応えなければ
信頼を得られない。必要とされるものは栄え、必要
の無いものは亡びる栄枯盛衰は、歴史上の事実
である。当社は「人生是誠也」を社訓に、「最善の
奉仕」をモットーに、「顧客の満足」を使命にした企
業理念を長年標榜し、日々信頼を得られるよう努
力を積み重ねてきた結果、お陰様で70年近く事業
を続けてくることが出来た。この企業理念の下でお
取引先のご支援とご協力があればこそ、今日があ
ることを忘れてはならない。事業の基本は信頼を
積み重ねることであり、その為に常に企業理念を
念頭に置いた仕事を心掛けねばならない。 

○ 日進月歩進化せよ
全ての人が100点満点であることは考えられない。
単純に点数で評価できないが、例えば60点の人
が70点へ、70点の人が80点へと各人がそれぞれ
進化すれば会社も業績が伸びる。終生勉強であ
る。向上心があれば、年月の経過によって経験を
積み、知識も増えていくのだから、進化して当たり
前である。経験を重ねながら変化せず同じ状態を
続けておれば、業績も横這いでむしろ後退する方
が多い。現在までの仕事に新しい拠点、ユーザー、
商品がプラスされれば当然業績が伸びなければ
おかしい。1年間経過してユーザーも商品も新しく
増えないことは、後退していることである。従来の
ユーザーに新しいユーザーがプラスされるから数
字が伸びる。新しいユーザーが出来ても伸びない
のは、従来のユーザーが減っているからだ。会社も
特に海外を伸ばすために拠点、人員を強化してい
る。経費も増加している。新しい事業は、小さく生ん

で大きく育てる、ということから平均より高い伸び率
が求められる。あるプロ野球の監督の話で、一流
の選手は放っておいても、自分から高い目標に向
かってやるべきことをやるが、一流半の選手は良く
指導をして底上げを図らなければチームは強くなら
ない。全員野球をするには、全員のパワーを如何
に伸ばしていくかが最も重要である。底上げするた
めには、上司が部下を良く見て育てる必要がある。
一部だけではなく、全てに対して公平に育てなけ
ればいけない。昨年より今年、今年より来年、成長し
たと言われる人間になろう。

○ 上司の態度
叱る上司、褒める上司、威張る上司がいる。威張る
だけの上司は論外だが、褒める上司も褒めてばか
りでは問題がある。褒めるべき時は褒めるが、褒
めてばかりでは、部下は成長しない。部下を叱る
時に、叱ると威張るとは似ているが、非なるもので
ある。決して威張った態度をとってはいけない。叱
るためには、上司は言行一致、率先垂範を常に実
践しなければ部下は反発するだけである。更に自
分自身勉強しなければ、真の意味で叱った効果
がでない。叱る際には、相手によって時と場所と方
法を、良く考えて叱らないと逆効果になる。愛情を
持って叱ることが大切である。叱られた方も自分が
何故叱られたのかを謙虚に反省しなければ、自分
の成長にならず、叱られ損である。叱る方も叱られ
る方も真剣勝負であれば、お互いのプラスになる。
上司も叱ることによって自分自身が成長する。あの
時に叱られたことが今も教訓になっている、と言わ
れれば叱った方も冥利につきる。最近、会社でも
学校でも叱ることが減っている。育てる気が無く無
難を優先しているからである。

今月のことば 乾   相談役
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新 入 社

中西　誠夫 中国統括本部長付部長(上海駐在)
（5月1日付）

5月
マルカの動き

表 彰

大阪産業機械部第一課主任 丸山　真史
福岡支店 山城　貴弘

（5月7日付）

 殊 勲 賞

動 き

5月 7日：経営会議
5月 22日：取締役会

2014年度キャンペーン

日米中亜　四極体制
新たなステージへ！

変革の推進  Go for 7070

Japan, the USA, China & Asia
The Four Sales Powers Unite for the Next Stage.

Advance for Change  Go For 70 / 70

〈 III 〉

6月1日    8月31日
新キャンペーン 開幕 !!

　当社正面玄関奥には、ドイツHorn社製の大きな柱時計を設置して
います。1981年4月27日茨木市へ本社を移転した際に取引様から贈呈
頂いて以来、我々を見守り、時を刻み続けてくれています。数年に一度
オーバーホールをし、毎時00分、15分、30分、45分に人工的では無い
何とも言えない癒しのような優しいチャイム音を鳴らしてくれます。本
社にお寄りの際は、是非チャイムの音を聞いてみてください。

本社ホールクロック
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　建設機械本部では、この度、株式会社やまびこ様
（小型屋外作業機械等の製造および販売）、Soil 
Tech社（インドネシアにおける大手レンタル／基礎
機械大手のBerdikari社の輸入販売部門）と当社
にてインドネシアにおける、ディーゼルエンジン式溶
接機の代理店契約を3社にて締結いたしました。
　インフラ需要に沸くインドネシアでの建設現場で
の溶接機の需要は著しい伸びを示しており、３社
での約半年にわたる協議を経て、今回の締結とな

株式会社やまびこ製溶接機の
インドネシアにおける代理店契約を締結

りました。
　５月８日の代理店契約調印式は、株式会社や
まびこ様より、庭木岳文上席執行役員・産業機械
本部長（写真右）、Soil Tech （P.T. Berdikari）社、
John Tanuwijaya社長ご夫妻（写真中央）、当社
からは竹下社長（写真左）が出席し、株式会社や
まびこ様の広島事業所にて執り行われました。
　今後とも、グローバルに伸長する建設機械本部
にご期待ください。
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マルカ・タイ社
ピントン支店　設立のお知らせ

マルカ・タイ社　ピントン支店
MARUKA MACHINERY (THAILAND) CO.,LTD.  PINTHONG  BRANCH
支店長：有沢　悟
住　所：�150/55�Business�Center�Pinthong�Industrial�Park�2,�

Room�No.BC-12,Moo9,Nong�Kham,Sriracha,Chonburi�20110
Tel：+66-38-347-232　Fax：+66-38-347-231
E-mail：sales.pintong@marukath.com

　この度、当社のグループ企業の一つであるマル
カ・タイが、ピントン２工業団地内に新たな販売
拠点を設けました。これにより、タイ国内最大港
のレムチャバン貿易港へは車で20分、イースタン
シーボード、ヘマラート、レムチャバン等主要工業
団地へは30分圏内で移動できるようになります。
　上記周辺工業団地には、多くの自動車メーカー
や自動車部品のサプライヤーが拠点を設けている

ことから自動車関連を中心とした幅広い業種の企
業が集積しております。
　マルカ・タイは、今後より一層お客様へのサー
ビス向上、販売拡大につなげていく所存でありま
す。御用の際はお気軽にお問い合わせ下さい。

（写真：ピントン支店のスタッフ。右から2人目が有
沢支店長）
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�「なでしこ」達のご紹介3�

Ж Ж Ж Ж Ж Ж Ж Ж Ж Ж Ж Ж Ж Ж Ж Ж Ж Ж Ж Ж Ж Ж Ж Ж Ж Ж Ж Ж Ж Ж Ж Ж Ж Ж Ж

マルカグループの

　私が主に行っている業務内容は、お客様への見積書
作成、メーカーへの注文書発行、船積み・配送のフォロー、
そして月次会計データの入力、月次財務諸表の作成と多
岐に渡っております。会社の取引量が日々大きくなるにつ
れ、私自身、会社がもっと大きくなるためにはどうしたらい
いのかを日々 考え、適応し、学ぼうとしています。
　入社して一番良かったと思うことは、マルカ・マレーシア
の一員として働く内に、自分のスキルがアップしていること
を実感でき、良き同僚を通じ日本の文化を知ることがで
きたことです。今後とも、会社の目標達成に貢献できるよ
う頑張っていきたいです。

　私は、マルカ・タイで、総務部アシスタントマネージャーを
しながら、発注管理や売買レポート作成等他、会社の重
要プロジェクトに参加し、様々なサポート業務を楽しんで
仕事をしています。なぜかと言えば、マルカ・タイは、私の知
らなかった多くの経験をさせてもらうチャンスを与えてくれ
るからです。
　例えば、営業の仕事を任されたことがありましたが、そ
のような時も、経験豊富な日本人スタッフがそばにいてく
れ親切にやり方を教えてくれました。このような未知の体
験が、今の私の仕事に大いに役立っています。
　さて、マルカ・タイは、World Wideに展開するお客様
をサポートするため、新しいことに挑戦し成長し続けてい
ます。より成長するためには、社員一丸となり、強いチーム
ワークを築くことが重要と思います。私自身も、将来的にマ
ルカ・タイの成功の一翼を担える存在になるよう頑張りた
いと思います。

Ms. Jessica Chong Mei Chin
マルカ・マレーシア社　経理・業務担当

2013年２月　入社

Ms. Wanida Jittangthammakul
マルカ・タイ社　総務部アシスタントマネージャー

2008年10月　入社
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(1) 商 号 ： Maruka Export (Thailand) Co., Ltd. (予定)
(2) 所 在 地 ： タイ王国　ピントン(予定)
(3) 代 表 者 ： 真鍋　聡(当社取締役兼執行役員、東南アジア･インド統括本部長)
(4) 資 本 金 ： 1,000万バーツ(約32百万円)
(5) 出資比率 ： 当社 100%
(6) 設立時期 ： 平成26年9月(予定)
(7) 事業内容 ： 産業機械及び自動車部品等の輸出販売

海外子会社設立に関するお知らせ
　当社は、平成26年5月22日開催の取締役会において、下記の通りタイに子会社を設立
することを決議しましたのでお知らせいたします。
　なお、タイにおける子会社はマルカ・タイ社に次いで2社目となります。

記
1.　設立の理由

　当社は平成26年1月策定の中期経営計画において、日米中亜の四極体制を堅持
し、新たなステージヘをテーマに、安定的収益事業の構築、強固な経営基盤の確立が
重要課題と考えています。
　安定的収益事業の構築をはかるための具体的成長戦略の一環として、各種商品の
第三国調達･輸出販売･物流事業の拡大を掲げております。タイにおいては、生産基地
化が進む一般産業機械設備並びに既に生産基盤が整いつつある自動車部品等の調
達･輸出販売事業を開始し、同事業の拡大を目的としてタイに新会社を設立するもので
あります。

2.　設立する子会社の概要

3.　今後の見通し
　当該子会社設立による当期業績(平成26年11月期)への影響は軽微であります。


